
Keyword

福岡に住むダンスアーティスト・マニシアが2016年から開始
した、パーキンソン病患者を対象としたダンス活動を紹介する。
この活動はPDダンスと名付けられており、parkinson’s dance
とperfect danceの両方の意味を持つ。PDダンスは、患者の
身体面、精神面だけでなく、社会活動や表現としての側面に
も影響を及ぼしている。

メンバーは月1回のワークショップのほか、これまでに3度の
ステージ発表も行い、今回の国際コングレスのオープニングセ
レモニーでもPDダンスのメンバーがパフォーマンスを披露した。
本研究ではダンス活動による患者への影響について、参加者
へのグループインタビューを通じて明らかにした。

パーキンソン病患者のダンス活動
を通じた社会参加に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

・応用演劇によるホームレス状態の方への就労自立支援
・フリースクールでの演劇ワークショップ

その他の研究テーマ

●高齢者と家族に喜ばれるよう
な特色あるサービスを提供で
きないか？
　（高齢者福祉施設運営者）

通常のリハビリやレクリエーション
とは一線を画す活動で施設利用
者等の満足度が向上。

全国的に推進されている医療・
福祉分野での芸術文化の活用
例の中でも先進的な取り組み
に。

●健康長寿社会の構築に向け
て、芸術文化の力を活用でき
ないか？
　（文化行政・福祉行政）

地域共創学部
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教授

古賀 弥生

パーキンソン病、ダンス、リハビリテーション

ダンスによる社会参加
●ダンス活動により病を持ちながらも社会性やQOLを維持できます。
●患者の家族やボランティアを支えることにもつながります。

Point

インタビューから明らかになった、患者への効果
・日頃は歩けない、バックできないのにダンスではできる～身体性
・（いいときの）気が出ている～精神性
・ダンスに参加するためにLINEを覚えた～社会性
・無意識の自分の表現、生きていること＝表現～表現性

（患者の家族）いつもイタイとか、きつい、しか
聞かないです。（ここでは）笑ってるのがすごい。
昔と比べてしまって、あ、これできてたのになー
と（思ってしまう）…。ここは昔の、できる母が
見える。

（72歳男性。患者歴7年。PDダンス歴10か月）
患者じゃない人たち（指導者など）との面識も
できましたから、普通の社会生活の一環として
楽しいです。最近、これで（この活動に参加する
ために）覚えたんですよ、LINE。

Keyword

証拠に基づく政策立案（EBPM）を進めていくために、組織
全体の調査分析政策立案力を高めたいと考える自治体や公
的機関が増えてきています。すでに市全体の調査やデータ分
析のあり方を見直し、専門家と協働しながら、調査業務の運
用マニュアルの作成や、職員研修等積極的に取り組む先進的
動きもみられています。

市民意識調査業務の改善や、既存データの共有や活用、
調査・統計を用いた、より戦略的なマーケティングリサーチ体制
の構築方向などについて支援させていただくことができます。
調査マニュアル作りや、職員研修などの具体的なプログラムの
提供も可能です。例として、年間を通じた調査業務支援例を
紹介いたします。

EBPMに資する統合的自治体
マーケティングリサーチ体制の構築支援

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

プレイス・ブランディングに関する研究
国際都市連携・ネットワークによる都市マーケティング戦略の研究
スタートアップシティに関する研究

その他の研究テーマ

●新しい施策を調査データ（エ
ビデンス）を基に提案実施し、
住民との協働もと地域創生を
行っていきたい。

・従来型単なる調査を、住民が
協働・参画したくなるような地
域マーケティングのツールに変
えていきます。

・研修、実際の調査業務で演
習しながら学び、報告書を作
成することで、知識やスキルを
身につけられます。

●調査業務を担当することになっ
たが、ちゃんとやれるか不安だ。
体系的実践的に学びたい。
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山下 永子

EBPM、自治体調査業務、地域マーケティング

調査の質の向上と
調査体制の構築

●自治体調査業務を改善し、政策立案に資するデータを収集できる。
●従来型外部委託に、研修と会議等を組み込むだけで取り組める。
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